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■ タイプ1　■ タイプ2　■ タイプ3　■ タイプ4　■ タイプ5
20％ 40％ 60％ 80％ 100％
教育系
医療系
STEM
社会科学系
人文系
17.1
22.4
26.9
27.1
17.6
14.7
32.2
24.4
28.3
30.1
28.5
31.7
14.1
13.7
13.5
13.5
19.3
22.9
16.2
15.1
17.9
16.1
16.3
16.0
20.3
24.4
13.3
12.8
18.3
14.8
図 2． 新入生の学生タイプ分類と専攻別
の分布状況
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ているだけでなく、ラーニング・コモ
ンズといった学生が主体的に学ぶ施設
が設置されることも多くなっている。
知識の獲得が必ずしも目標ではない初
年次教育は、こうした新しい教育方法
を取り入れやすい構造でもあることか
ら、アクティブ・ラーニングを積極的
に導入することが可能ともいえる。初
等・中等教育でもアクティブ・ラーニ
ングが積極的に活用されつつあるが、
まだまだ中等教育においてはアクティ
ブ・ラーニングが主流とはいえないの
が現実である。初年次教育を通じて、
大学でのアクティブ・ラーニングに移
行する過程を経験することはその後の
学修にも前向きの影響を及ぼすであろ
う。
　さらには、初年次からラーニング・
コモンズを積極的に活用し、主体的な
学習習慣を身につけることを意図し
て、初年次教育とラーニング・コモン
ズとの積極的な連携を図ることも重要
である。筆者が勤務する同志社大学で
は、データを教育改善に活かすため
に、2004年から学生調査を実施し、実
証的に分析してきているが、2013年に
ラーニング・コモンズがオープンして
からは、ラーニング・コモンズの積極
的な活用と主体的な学習との関係性を
分析し、初年次教育との連携を図る目
的で、そうしたデータ活用も視野にい
れるようになっている。このような目
的と目標を実現するためのデータの活
用が、重要になってきている。
　初年次教育は、萌芽期を経て、普及
期、そして現在はそれぞれの大学の特
性や個別性を反映する一方で、総合性
が求められる新たな段階に移行しよう
としている。そのためにも、実証的な
データ分析を行い、一方ではアクティ
ブ・ラーニングやラーニング・コモン
ズなどの新しい教育方法や環境との連
携を積極的に図ることが、新時代の初
年次教育の方向性と思われる。
　立教大学の「教養教育」を担う全カ
リという共通教育組織が初年次教育を
提供する利点は、共通教育を通じての
学修成果を目標として設定し、全学体
制で目標を共有し、そのための新たな
教育方法を導入できる点にある。そし
てそのことにより、初年次教育もその
第一歩としての位置づけを全学体制で
確認し、進めていくことができる。是
非、こうした強みを活かして、次世代
型初年次教育へとつなげていかれるこ
とを期待する。
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